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立正佼成会は 1938 年に庭野日敬開祖、長沼妙佼脇
祖によって創立された、法華三部経を所依の経典と
する在家仏教教団です。家庭や職場、地域社会の中
で釈尊の教えを生かし、平和な世界を築いていきた
いと願う人々の集まりです。現在は庭野日鑛会長と
ともに、私たち会員は仏教徒として布教伝道に励み
ながら、宗教界をはじめ各界の人々と手をたずさえ、
国内外でさまざまな平和活動に取り組んでいます。

Living the Lotus̶Buddhism in Everyday Life（法華経を生きる～生活の中の仏教）というタイトルには、日々の生活のな
かに法華経の教えを活かして、泥水に咲く美しい蓮の花のように、人生を豊かに、そしてより価値あるものにしていきた
いとの願いが込められています。本誌を通じて、世界中の人々に日々の生活のなかで活かす仏教の教えをお伝えします。
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立正佼成会プノンペン法座
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私たちの人生と
「永遠のいのち」

庭野日鑛
立正佼成会会長



会長法話
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卒林研究発表会では『インドのカースト制度と仏教にお
けるアンベードカル博士の役割』というテーマで発表さ
れましたが、このテーマを選んだ理由を教えてください。

学林での２年間を振り返って、最も印象に残っていること
を教えてください。

学林では仏教や法華経を研鑽されたと思いますが、いち
ばんの学びはなんですか？
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インド・ブッダガヤ法座　ヴィシワジート・ゴータマ

カースト差別と闘う人々と共に、
よりよいインド社会を目指して

InterviewInterview Interview 5月号に続き、2024年3月に立正佼成会 学林を卒林した青
年のインタビューをお届けします。

学林は「実践的仏教」と「諸宗教対話・協力」のためのグロ
ーバルトレーニングセンターです。仏教、法華経に基づく全
人教育を通して、実践的仏教の指導
者をはじめ、国際宗教協力、平和構
築などに従事する国内外のリーダー
を養成しています。 学林ウェブサイト
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帰国後、研究の成果をどのように具体化し、行動に移す
予定ですか？

法華経の中で心の支えにしている教えはありますか？

最後に将来の夢を聞かせてください。

Interview 



まんが立正佼成会入門
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会員になったら

手をとり合って（手どり）

教えがすばらしくても、入会しただけでは幸せに
なれません。教えを生活に生かすことが大切です。
そのために先輩会員が新入会員を手をとるように教
えることを「手どり修行」といいます。
新入会員も先輩について歩けば、いろいろと教え

てもらえます。相手からの質問によって、自分の勉
強不足にも気づけますし、学ぶことができます。
また、出会った人の考え方を聞き、すがたを見る

ことで、自分をふり返ることもできるのです。

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。

豆知識
立正佼成会には「入会者即布教者」という
考え方がある。それは、入会した日から人
の喜ぶことをしたり、先輩から教えられた
ことを伝える役目があるということだ。先
輩たちと「手どり修行」に歩いてみよう。



まんが 立正佼成会入門
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教えを学び実践する（法座・ご法の習学）
教会などで人びとが輪になって座り、仏教に基づ

くものの見方を互いに学び合うのが「法座」です。
立正佼成会では法座を大切にしています。それ

は、仏さまの教えを実践して幸せになった人が体験
を話したり、悩みをかかえた人が教えを聞ける場だ
からです。

また、仏さまの教えを学ぶとともに、学んだ教
えを絶えず自分の日常生活に照らして考えることが
「ご法の習学」です。
この「法座」と「ご法の習学」を繰り返し行なっ

ていくなかで、人格を高めることができるのです。

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。

豆知識
もともと「法座」とは、お釈迦さまがお座
りになる席や、説法をする人が座る一段高
い席のこと。また、教えが説かれる場所や
その集まりを意味していた。
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「仏との縁」を説く法華経

今回は初信の方々のために、私たちと仏さまとの「ご縁」についてお話ししましょう。
いまから千四百年ほど前の中国で、法華経の教埋を整然と説き明かして「小釈迦」
と呼ばれたのが天台大師智顗でした。その天台大師が修行中のころに、こんなことが
ありました。
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あるとき、南岳大師慧思という高僧が、光州 ( 河南省 ) の大蘇山にいることを知って、
天台大師は戦乱のなかを必死の思いでその山を訪ね、弟子入りを願い出たのです。そ
のとき南岳大師は、若き天台大師をひと目見るなり、こういったといいます。
「昔、霊鷲山で、そなたと一緒に法華経を聞いた。その宿縁が熟して、そなたはいま、
私のところにやってきたのだ」
霊鷲山というのは、お釈迦さまが法華経を説かれた山です。「宿縁」というのは、前
世からの因縁のつながりということです。
ところで、天台座主の山田惠諦猊下と、中国佛教協会会長の趙樸初先生は、私が最
も尊敬する仏教者の先達ですが、昭和六十二年の夏に、私は両師と丸三日間というも
の、朝から晩まで法華経の話をして過ごすことができました。そのとき趙樸初先生は
確信をこめ、そしてうれしそうに何度もこういわれたのです。
「こうして三人で法華経の話をしていると、とても楽しい。釈尊が霊鷲山で法華経を
説かれたとき、私たちは一緒にその説法を聞いていたに違いありません」
私は一瞬びっくりしたのですが、よく考えてみると、この世で心の底から信じ合え
る人間同士というのは、前の世から何かの「縁」で結ばれているのだということを、
つくづくとかみしめさせられる思いがしました。
私たちが帰依する法華経は、「授記経」であるといわれています。「授記」というのは、
お釈迦さまが弟子たちに「そなたは将来、必ず仏の悟りを得るであろう」と、成仏の
保証を授けることです。そして法華経には、大勢の弟子たちに対する成仏の保証が、
繰り返し繰り返し説かれているのです。
また、法華経は「歴劫修行の経」であるともいわれています。「歴劫修行」というのは、
人間は何度も何度も生まれ変わって修行を続けることによって、ついに仏となるとい
うことです。
私はその二つに付け加えて、法華経は「仏との縁を教える経」といっていいと思い
ます。初めから終わりまで、仏さまとの深い「縁」について述べているからです。

庭野日敬平成法話集 1『菩提の萌を発さしむ』 P.53-55
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みなさん、こんにちは。瞬く間に一年の半分が経過し、日本では暑い夏
がもうそこまでやってきています。
さて、今月は「永遠のいのち」についてのご法話を頂きました。佼成会

では「生き通しのいのち」などとも表現します。「永遠のいのち」を受け継
いでいる私たちだからこそ、一人ひとりが生命を尊んで生きて参りたいと
思います。
昨年、私は本会会員の知人から夏に咲く花の球根を頂きました。しかし

保存状態が悪かったためかカラカラに乾燥させてしまい、慌てて水につけ
たところ、今度はカビを生やしてしまうという最悪の事態に見舞われまし
た。半ば諦めながらも春の訪れを待ち、その球根を我が家の庭に植えてみ
ました。すると、植えたことを忘れかけていた 5月下旬、可愛らしい双葉
がニつも顔を出して私に微笑んでくれました。驚いたことに、枯れてしまっ
たと思っていた球根には、「いのち」が宿っていたのです。私はその生命力
に大変感動致しました。
ご法話の中で、会長先生より生命のバトンは永遠に引き継がれると教え

て頂きました。私も、大いなるいのちの営みのなかの一区間を走るリレー
走者として、この球根のように力強く生き、堂々と次の世代にバトンを手
渡せるように精進させて頂きます。

球根の生命力

2024 年 3月 19日、ヒルデブランド靖子元オクラホマ教会長の自宅を訪ねて（左
から、赤川部長、ヒルデブランド元教会長、クリス・ラドソーオクラホマ教会長）



We welcome comments on our newsletter Living the Lotus: living.the.lotus.rk-international@kosei-kai.or.jp
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